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日常のちょっとした困りごと
皆さんはどうしていますか？

■例えばこんな「困りごと」が社協には寄せられています。

　　・庭の草取りや草刈り　・雪かき　・灯油の補充

　　・簡単な畑仕事　・部屋の整理整頓や掃除

　　・ゴミだし　・買い物

　　・薬の受け取り　・外出の付き添い　など

ある地域では、 ちょっとした困りごとを

お互いさまの支えあい （互助） によって解決

　ちょっとした困りごとに対応する「生活支援」のボランティアグループを立ち

上げるなどして解決しています。

　　「生活支援」の具体的な内容としては、「草取り」や「雪かき」、「見守り」、「配食」

などです。特にこれからの季節は、１人暮らし高齢者宅の除雪の相談が多くなっ

てきますが、これも地域の支えあいによって解決しているところもあります。

社協ではこうしたグループの
立ち上げに関するご相談に
ついても対応いたします。

例
え
ば
こ
ん
な
解
決
方
法
が
あ
り
ま
す

住民参加型有償在宅福祉サービス 「しあわせ ・ あづみん」 で解決

※「しあわせ・あづみん」とは・・・

　　日々の暮らしの中で「ちょっと誰かに手を貸してもらえたら・・・」と思われ

る方と、「あっ、それなら私でもできそう」と思われる方との気持ちを『つなぐ』

お手伝いを安曇野市社協では行っています。日常の暮らしの中で起こる「困り

ごと」を、住民どうしが支えあって解決する「かたち」が住民参加型有償在宅

福祉サービス「しあわせ・あづみん」です。

「しあわせ・あづみん」では、

「それならできる」という

支援会員さんを随時募集

しています。

特に雪かきができる方！

外での作業が得意な方！

■問合せ

　　社協本所　　　　　　電話 72-1871

　　社協豊科支所　　電話 73-7143

　　社協穂高支所　　電話 82-2940

　　社協三郷支所　　電話 77-8080

　　社協堀金支所　　電話 73-5288

　　社協明科支所　　電話 62-2429

住民どうしの「支え合い」のかたち

お手伝いします！

ありがとう！

それならできる！

社協各支所

手を貸して！

「困った！」と「できます！」を
社協は「つなぎます」
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空き缶積み競争

折り紙で立体的な傘を製作

じゅず玉づくり

ちょっと寄りましょ

「お楽しみ会」
　安曇野市社協では、各支所（福祉センター等）で、地

域の皆さんが気軽に寄り合い、誰とでもおしゃべりしな

がら、物づくりやレクリエーションなど楽しいひと時を過

ごせる「おたのしみ会」を毎月１回開催しています。

■会場等

◎豊科地域　毎月第３火曜日

豊科ささえあいセンターにじ

電話７２-３０１３

◎穂高地域　毎月第１火曜日

社協穂高支所（穂高地域福祉センター）

電話８２-２９４０

◎三郷地域　毎月第２水曜日

社協三郷支所（三郷福祉センター）

電話７７-８０８０

◎堀金地域　毎月第３金曜日

社協堀金支所（堀金老人福祉センター）

電話７３-５２８８

◎明科地域　毎月第２火曜日

社協明科支所（明科総合福祉センター）

電話６２-２４２９

※場合により、日にちが変更になることがあります。

■時　　間

全ての会場　午後１時～３時まで

■どなたでもご参加いただけます。

社協各支所（福祉センター等）にお寄りの際は、

ぜひご参加ください。

また、毎回内容なども異なりますのでお問合せく

ださい。
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にか
ら

「
ま
だ
ま
だ
使
え
る
の
に
・
・
・
」
「
着

た
の
は
数
回
だ
け
・
・
・
」
子
ど
も
用
品

の
使
用
回
数
や
頻
度
は
少
な
い
物
が
多
い

で
す
よ
ね
。
一
方
で
「
再
利
用
で
も
使
い

た
い
！
」
「
買
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
！
」

な
ど
と
い
う
声
も
多
く
聞
こ
え
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
両
者
の
思
い
を
結
ん
で
い
く
の

が
、
こ
の
「
リ
ユ
ー
ス
む
す
び
隊
」
で
す
。

ま
だ
使
用
で
き
る
育
児
用
品
や
洋
服

な
ど
を
、
こ
れ
か
ら
使
用
し
た
い
子
育
て

家
庭
に
橋
渡
し
を
し
て
い
く
「
常
設
の
子

ど
も
用
品
無
料
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
」
と

し
て
、
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
ま
す
。

譲
っ
て
い
た
だ
い
た
方
も
譲
ら
れ
た
方

も
、
お
互
い
が
助
か
り
子
育
て
家
庭
が
笑

顔
に
な
る
、「
ひ
と
」
と
「
人
」
を
結
ん

で
い
く
仕
組
み
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

■
場
　　所

社
協
堀
金
支
所

（
堀
金
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

■
時
　　間

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
半

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

■
品
物
に
つ
い
て
　洋
服
、
絵
本
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
用
品
、
お
ん
ぶ
ひ
も
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
子
ど
も

用
自
転
車
な
ど

■
お
願
い

●
多
く
の
方
に
品
物
が
行
き
届
く
よ
う

に
、
１
回
に
つ
き
、
お
ひ
と
り
様
５
点

程
度
の
お
持
ち
帰
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
大
型
品
は
移
送
や
保
管
場
所
な
ど
の

関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
譲
ら
れ
た
方
は
「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
コ
ー
ナ
ー
に
一
定
期
間
掲
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
を
財
源
と
し
た
平
成
２９
年
度

の
各
種
助
成
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

助
成
も
申
請
が
必
要
で
す
。（
①
の
み
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。）

①
地
域
福
祉
活
動
助
成
金

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
助
成
金

■
募
集
締
切

　　平
成
２９
年
１
月
２７
日
（
金
）

■
募
集
要
綱
及
び
申
請
書
類
は
、
社
協

本
所
・
各
支
所
の
窓
口
か
、
社
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
合
せ
　
社
協
本
所

　
　
　
　
　
電
話
７２-

１
８
７
１

■
問
合
せ

　　フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　　電
話
７１-

１
１
２
５

　　（
社
協
堀
金
支
所
内
）

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
あ
な
た

リ 
ユ 

ー 

ス 

む
　す 

び 

隊

■
「
リ
ユ
ー
ス
む
す
び
隊
」
を
ご
利

用
い
た
だ
い
た
方
の
声
を
ご
紹
介

○
あ
り
が
と
う
の
声

　（
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
方
）

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
の
上
着
を
探
し
て
い

た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

・
子
ど
も
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
冬
の
シ
ー
ズ
ン
が

楽
し
み
で
す
。

○
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
声

・
あ
ま
り
着
る
機
会
が
な
か
っ
た
ベ

ビ
ー
服
、
ど
な
た
か
に
着
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

リ
ユ
ー
ス
む
す
び
隊
コ
ー
ナ
ー

た
く
さ
ん
の
品
物
が
あ
り
ま
す

赤
い
羽
根

共
同
募
金

助
成
事
業

ご
利
用
に
関
し
て



5 安曇野市社協だより あづみん 第６７号

市
内
84
カ
所
の
地
区
社
協
を
訪
ね
て

　
安
曇
野
市
内
に
は
84
の
地
区
社
協
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
も
地
区
社
協
の
活
動
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

真
々
部
地
区
社
協
は
、
区
長
・
区
総

代
、
民
生
児
童
委
員
、
人
権
教
育
推
進

協
議
会
及
び
、
区
内
で
福
祉
活
動
を
行

っ
て
い
る
１１
団
体
（
健
康
づ
く
り
推
進

員
、
公
民
館
、
寿
会
、
子
ど
も
会
育
成

会
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
、
は
つ

ら
つ
会
、
婦
人
会
、フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
よ
り

ま
し
ょ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
、
南
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、区
・
社
協
か
ら
の
助
成

金
及
び
会
費
等
の
自
主
財
源
を
原
資
と

し
、
各
々
の
自
主
計
画
に
基
づ
い
て
福

祉
事
業
を
推
進
し
て
い
る
組
織
で
す
。

こ
の
組
織
体
系
は
、
か
な
り
昔
に
地

区
の
先
達
が
骨
格
を
つ
く
り
、
時
代
の

要
請
を
取
り
込
み
な
が
ら
肉
付
け
を
進

め
、
平
成
１７
年
に
会
則
を
制
定
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
平
成
２７

年
度
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
１
２
２
回
実
施

し
ま
し
た
。

今
後
も
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
し
、
新
た
な
福
祉
活
動

を
行
う
組
織
の
立
ち
上
げ
も
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
田
地
区
社
協
で
は
、
４
月
か
ら
１２

月
ま
で
、ほ
ぼ
毎
月
行
う「
ふ
れ
あ
い
健

康
ひ
ろ
ば
」、年
３
回
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
配
食
弁
当
、

福
祉
研
修
、
毎
月
末
の
「
お
茶
飲
み
サ

ロ
ン
」、
年
２
回
の
「
会
報
」
発
行
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
健
康
ひ
ろ
ば
」
は
４
回
の

健
康
体
操
、
春
の
花
の
寄
せ
植
え
、
お

正
月
の
花
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

映
画
鑑
賞
、
温
泉
な
ど
高
齢
者
の
方
々

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
を
考
え
て
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た

よ
」「
久
し
ぶ
り
に
身
体
を
伸
ば
せ
た
よ
」

「
面
白
か
っ
た
よ
」
な
ど
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
役
員
一
同
「
ホ
ッ
」
と
し
、
企

画
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
す
。

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
も
お
母
さ
ん
方
か

ら
は
、「
実
家
に
帰
っ
た
み
た
い
」
と
喜

ん
で
も
ら
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
の
交
流

の
場
と
し
て
、
支
え
あ
え
る
絆
づ
く
り
の

た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊
科
・
真
々
部
地
区
社
協

豊
科
・
新
田
地
区
社
協

あ
づ
み
野
エ
フ
エ
ム
放
送

～
７な

ろ
う
、ひ
と
つ
に

６
．１　
Ｍ
Ｈ
ｚ
～　

あ
づ
み
野
エ
フ
エ
ム
放
送
で
、
毎
月

社
協
の
事
業
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
番
組
内
の
１５
分
間
の
放
送
で
す

が
、
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

■
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
児
童
館
サ
ー
ク
ル

第
１
月
曜 

午
後
５
時
～
６
時
半

あ
づ
み
野Y

ou G
otta

情
報
局
内

■
さ
さ
え
あ
い
社
協
サ
ー
ク
ル

第
３
月
曜 

正
午
～
午
後
２
時

お
ひ
さ
ま
サ
ー
ク
ル
内

秋のパターゴルフ大会

紙芝居に聞き入ります

手をつないでリズム体操

納涼子ども夏祭り
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４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
を
は
じ

め
、
豪
雨
や
台
風
、
火
山
な
ど
に
よ
る

災
害
が
今
年
も
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

「
も
し
も
」
に
備
え
て
、
避
難
訓
練
や

災
害
時
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、

災
害
に
備
え
た
様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
学
習
の
一
環
と
し
て
も
、
災
害

が
発
生
し
た
時
、

■
ど
う
や
っ
て
命
を
守
る
の
か

■
避
難
は
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

■
避
難
所
の
生
活
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か

■
自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か

な
ど
災
害
を
学
び
、
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
体
験
学
習
を
学
校
や
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
三
郷
小
学
校
４
年
４
組
の

体
験
学
習
を
紹
介
し
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
避
難
場
所
を
確

認
し
た
り
、
ク
イ
ズ
形
式
で
避
難
方
法

を
考
え
た
り
、
三
郷
小
学
校
の
体
育
館

で
の
避
難
生
活
に
つ
い
て
体
験
し
ま
し

た
。

「
安
曇
野
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で

は
、
ワ
ー
ド
が
基
礎
レ
ベ
ル
の
方
で
、
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方
を
対
象
に
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　　程
（
定
員
　各
１２
名
）

◎
火
曜
・
・
・（W

ord2013

）

　
１
月
２４
日
・
３１
日
・
２
月
７
日
・
１４
日

◎
水
曜
・
・
・（W

ord2007/2010

）

　
１
月
２５
日
・
２
月
１
日
・
８
日
・
１５
日

■
時
　
間
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

■
会
　
場
　
豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ

■
費
　
用
　
１
，
７
０
０
円

■
締
　
切
　
１
月
１０
日
（
火
）

■
問
合
せ
　
豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ

　
　
　
　
　
電
話
７２
‐
３
０
１
３

情
報
誌

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
・
防
災
体
験
学
習

『
防
災
マ
ッ
プ
』

　
自
分
の
家
の
近
く
と
近
く
の
避
難

場
所
に
印
を
付
け
、
災
害
時
に
自
分

の
避
難
す
る
場
所
を
確
認

『
避
難
所
の
１
人
あ
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
』

　
避
難
当
初
は
、
１
人
新
聞
紙
２
枚

く
ら
い
の
広
さ
に
、
荷
物
な
ど
も
置

い
て
寝
泊
り
し
ま
す

『
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
』

　
避
難
当
初
は
、
毛
布
も
十
分
に
な

い
た
め
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ

て
簡
易
ベ
ッ
ド
を
つ
く
り
ま
す

「
ワ
ー
ド
応
用
講
座
」

参
加
者
募
集

■
子
ど
も
た
ち
の
感
想

●
地
震
の
時
、
ど
ん
な
場
所
を
通
っ
て

逃
げ
た
ら
い
い
か
伝
え
た
い
。

●
家
の
周
り
で
危
険
な
と
こ
ろ
を
探
し

て
み
る
。

●
避
難
場
所
に
も
い
ろ
ん
な
種
類
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

■
先
生
の
感
想

●
今
回
の
学
習
を
通
し
て
、
地
域
の

一
員
と
し
て
、
災
害
時
に
ど
う
考

え
行
動
す
る
か
を
考
え
る
第
一
歩

に
な
っ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
の
感
想

●
避
難
所
で
の
生
活
が
大
変
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

●
一
人
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
は
小
さ
い

し
、
床
が
固
く
て
寝
る
の
が
大
変
。

●
避
難
場
所
で
は
協
力
が
大
事
。

■
子
ど
も
た
ち
の
感
想

●
段
ボ
ー
ル
で
ベ
ッ
ド
が
で
き
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

●
普
段
か
ら
地
震
に
備
え
て
お
く
。

●
も
し
も
に
備
え
て
、
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
た
い
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
も
っ
た
い

な
い
会
」で
は
、
古
布
を
集
め
清
拭
用
に

切
っ
て
施
設
に
届
け
て
い
ま
す
。
施
設
か

ら
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
消
耗

品
の
た
め
に
古
布
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

も
し
ご
家
庭
な
ど
で
不
要
と
な
っ
た
古

布
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
提
供
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

古
布
は
、
木
綿
６５
％
以
上
の
シ
ー
ツ
や

タ
オ
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
で
、
１５
～
２０
セ

ン
チ
角
の
大
き
さ
が
取
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
洗
濯
を
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。

■
問
合
せ
　
豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ

　
　
　
　
　
電
話
７２-

３
０
１
３

スポットライト

石
毛
良
平
さ
ん

（
穂
高
在
住
）

山
が
好
き
で
安
曇
野
に
移
住
し
て

１８
年
。
移
住
時
よ
り
社
協
穂
高
支
所

の
作
業
療
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
り
、

趣
味
の
木
彫
り
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご

利
用
者
さ
ん
の
木
彫
り
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
活
動
し
て
お
り
、

私
の
担
当
は
金
曜
の
午
前
中
で
す
。彫

刻
刀
が
切
れ
な
い
と
ス
ム
ー
ズ
に
彫
れ

な
い
た
め
、
始
ま
る
小
１
時
間
前
に
３０

本
ほ
ど
の
刀
を
研
い
で
準
備
を
し
ま
す
。

ご
利
用
者
さ
ん
の
彫
り
を
手
伝
い
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
と
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
す
。
皆
さ

ん
が
こ
の
木
彫
り
を
す
る
の
が
楽
し
い

と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ

て
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

作
業
場
所
の
壁
に
は
、
ご
利
用
者

さ
ん
の
作
品
な
ど
が
沢
山
飾
っ
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

第
５
回
　
地
域
の
世
話
や
き
さ
ん
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
こ
れ
か
ら
地
域
で
は
、ま
す
ま
す
住
民
同
士
の
支
え
あ
い
や
、住
民
の
居
場
所
で
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
！

　「
地
域
の
世
話
や
き
さ
ん
」
と
し
て
あ
な
た
も
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
　
程

　
◆
第
１
回
　
１
月
２０
日（
金
）住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
学
ぼ
う

　
　
※
地
域
の
世
話
や
き
さ
ん
お
役
立
ち
講
座
と
合
同
開
催

　
◆
第
２
回
　
１
月
２７
日（
金
）お
互
い
様
の
関
係
づ
く
り
を
学
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
き
方
上
手
に
な
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う

　　　　※
お
は
な
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
と
合
同
開
催

　
◆
第
３
回
　
２
月
３
日（
金
）楽
し
く
、
た
め
に
な
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぼ
う

　
◆
第
４
回
　
２
月
１０
日（
金
）「
世
話
や
き
さ
ん
」
の
力
を
学
ぼ
う

　
★
地
域
の
世
話
や
き
さ
ん
プ
ラ
ス
ワ
ン
講
座

　
　
　
　
　
　
２
月
１７
日（
金
）安
心
コ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

■
時
　
間
　
全
日
程
　
午
前
１０
時
～
正
午

■
会
　
場
　
全
日
程
　
社
協
堀
金
支
所
　集
会
室
　（
堀
金
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

■
参
加
費
　
無
料
　
　
■
定
　
員
　
全
日
程
　
５０
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
講
座
の
参
加
に
つ
い
て

地
域
の
世
話
や
き
さ
ん
と
し
て
、ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
活
動
し
た
い
方
に
つ
い
て
は
、全
４
回
の
講
座
に
で
き
る
だ
け
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
講
座
単
体
で
の
受
講
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
以
前
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
講
座
、
再
度
聞

い
て
み
た
い
と
い
う
講
座
へ
の
受
講
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
締
　
切
　
全
日
程
　
講
座
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
み

　
社
協
　
◆
本
所
　
　
　
電
話
７２-

１
８
７
１
　
　
◆
豊
科
支
所
　電
話
７３-

７
１
４
３

　
　
　
　
◆
穂
高
支
所
　
電
話
８２-

２
９
４
０
　
　
◆
三
郷
支
所
　電
話
７７-

８
０
８
０

　
　
　
　
◆
堀
金
支
所
　
電
話
７３-

５
２
８
８
　
　
◆
明
科
支
所
　電
話
６２-
２
４
２
９

古
布
を
集
め
て
い
ま
す

活動の様子
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安
曇
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、１０
月
２６
日（
水
）に
子
ど
も
の
一
時
預

か
り
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
協
力
会
員
養
成
講
習
会
の
閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
１９
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
１０
月
６
日
か
ら
２６
日
の
内
の
７
日
間
に
わ
た
り
子

ど
も
の
発
達
や
救
命
講
習
、
障
が
い
児
の
対
応
な
ど
と
い
っ
た
分
野
か
ら
子
ど
も
と
の
関

わ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
ど
の
講
義
も

大
変
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
が
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
定
期
的
に
養
成
講
習
会
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。
事
務
局
は
社
協
堀

金
支
所
内
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
利
用

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
電
話
７１-

１
１
２
５

あ
た
た
か
な
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
）

■
豊
科
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
福
祉
ク
ラ
ブ
様

　

……
…
…
…
…
…
…
…
４
，８
５
０
円

■
医
療
法
人
米
倉
医
院
様

　

……
…
…
…
…
…
…
…
１
，７
４
２
円

■
明
科
高
校
生
徒
会
様

　

……
…
…
…
…
…
…

１
６
，４
５
７
円

■
あ
か
し
な
農
業
塾
様

　

……
…
…
…
…
…
…
…

お
米
３０
ｋ
ｇ

■
匿
名
様

　

……
…
…
…
…
…
…
…

お
米
３０
ｋ
ｇ

■
匿
名
様

　

……
…
…
…
…
…
…
…

お
米
３０
ｋ
ｇ

■
匿
名
様

　

……
…
…
…
…
…

毛
糸
な
ど
多
数

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
協
力
会
員
養
成
講
習
会

閉
講
式
を
行
い
ま
し
た

講
習
会
の
様
子

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
練
習

救
命
講
習
の
様
子

年
末
年
始
休
館
・
運
休
の
お
知
ら
せ

■
１２
月
２９
日
（
木
）
～
１
月
３
日
（
火
）

◆
豊
科
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ

◆
穂
高
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
三
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
堀
金
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
明
科
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
児
童
館
９
館
（
豊
科
中
央
・
高

家
・
南
穂
高
・
穂
高
中
央
・
穂

高
西
部
・
穂
高
北
部
・
三
郷
・

堀
金
・
明
科
）

◆
デ
マ
ン
ド
交
通
あ
づ
み
ん

（
運
行
及
び
受
付
）

※
デ
マ
ン
ド
交
通
あ
づ
み
ん
は
積

雪
が
５０
セ
ン
チ
以
上
の
場
合
は

運
休
と
な
り
ま
す
。

年
賀
欠
礼
に
つ
い
て

皆
さ
ま
に
は
本
年
も

大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

当
会
で
は
、
年
賀
状
で
の
ご
挨
拶
を

失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　松
嶋
隆
徳
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児 童 館 から お 知らせ　　☆詳しい内容などは、各児童館へお問合せください。☆行事で予約申込み多数の場合は抽選となります。

■１月休館日　１日(日)～３日(火)年始休館日　８日(日)　９日(月)成人の日　１５日(日)　２２日（日）　２９日（日）

豊科中央　TEL 72-0122

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ「凧づくり」
■１月６日（金）１０：３０～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生

◎児童館・笑顔ごはん
「もちつき会」
■１月１４日（土）１０：００～１２：００
■予約　必要
■対象　どなたでも８０名
■参加費　子ども１００円
　　　　　大人　２００円

穂高中央　TEL 84-0762

◎「絵本の読み聞かせ」
■１月１８日（水）１１：００～１１：２０
■おはなしどりぃむさん

◎「身体測定」
■１月２０日（金）１０：００～１１：３０

三郷　TEL 76-0185

◎「絵本の読み聞かせ」
■１月６日（金）１１：００～１１：２０
■ボランティア伊藤さん
■１月２０日（金）１１：００～１１：２０
■スマイルさん

◎みんなあつまれ「もちつき会」
■１月１３日（金）１０：３０～１２：００
■予約　必要
■対象　乳幼児親子３０組
■参加費　１００円

堀金　TEL 71-2122

◎みんなあつまれ「もちつき会」
■１月７日（土）１０：３０～１１：３０
■予約　必要
■対象　乳幼児親子２５組
■参加費　１００円

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ「まゆだまづくり」
■１月１４日（土）１０：３０～１１：３０
■予約　必要
■対象　小学生２０名
■参加費　１００円

明科　TEL62-2482

◎「クライミング教室」
■１月１６日（月）１６：００～１７：１５
■予約　必要
■対象　小学生以上２０名

穂高西部　TEL 82-2527

◎「絵本の読み聞かせ」
■１月２３日（月）１１：００～１１：２０
■おはなしどりぃむさん

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ　児童館・笑顔ごはん
「根菜たっぷりすいとん」
■１月２８日（土）１０：３０～１２：００
■予約　必要
■対象　どなたでも２０名
■参加費　子ども１００円
　　　　　　　　　大人　２００円

穂高北部　TEL 83-5494

◎「絵本の読み聞かせ」
■１月６日（金）１１：００～１１：２０
■おはなしどりぃむさん
■１月１３日（金）１１：００～１１：２０
■１月２０日（金）１１：００～１１：２０
■坂井節子さん

◎みんなあつまれ
「１月生まれハッピーバースデイ」
■１月１３日（金）１０：３０～１１：３０
■対象　乳幼児親子

高家　TEL 72-5685

◎地域の知恵袋「凧あげ&豚汁会」
■１月１４日（土）１０：３０～１２：００
■対象　乳幼児親子から
　　　　小中学生２０名
■参加費　５０円

◎「絵本の読み聞かせ」
■１月１９日（木）１１：００～
■お話しムーンさん

南穂高　TEL 71-5150

◎「絵本の読み聞かせ」
■１月１６日（月）１１：００～１１：２０
■１月２３日（月）１１：００～１１：２０
■お話しムーンさん

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ　児童館・笑顔ごはん
「押し寿司」
■１月２１日（土）１０：００～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生２０組
■参加費　子ども１００円
　　　　　　　　　大人　２００円

ファミリーサポート依頼会員登録会【１月】
■社協堀金支所　　　　 　６日（金）・２４日（火）

■穂高西部児童館　　　 １１日（水）

■三郷児童館　　　　　　　２０日（金）

■受付　１０：２０　　説明会　１０：３０（登録）

■登録は無料です。※印鑑が必要です。

■問合せ

　ファミリーサポートセンター　電話７１‐１１２５

　※堀金支所では随時受付中♪（要予約）

育児相談日【１月】
時間　１０：３０～１２：００

■豊科中央 １３日（金） ■堀金 ２３日（月）

■高家 ２０日（金） ■明科 ２０日（金）

■南穂高 ２７日（金）

■穂高中央 ２０日（金）

■穂高西部 ６日（金）

■穂高北部 ２７日（金）

■三郷 １６日（月）
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穂
高
悠
生
寮
へ
出
か
け
、
歌
や
リ
コ

ー
ダ
ー
演
奏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま

し
た
。

一
緒
に
「
茶
つ
み
」
の
手
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
２５
名
で
安
曇

寮
を
訪
問
し
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
も
よ
く
知

っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
」
や
「
信
濃
の
国
」

な
ど
の
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

肩
た
た
き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
大
変
喜

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　市内にある学校の、児童や生徒

さんが「ふくし」に携わる様子など

を写真でご紹介します。

穂高南小学校

ボランティア委員会の

活動をご紹介

ふ
く
し
の

　
学
校
紹
介

安
曇
野
市
立
穂
高
南
小
学
校

●お楽しみ会　■１３：００～１５：００

■豊科支所【１月１７日】

■穂高支所【１月２４日】

■三郷支所【１月１１日】

■堀金支所【１月２０日】

■明科支所【１月１０日】

■予約不要・自由参加

誰
と
で
も
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
、
物
づ
く
り
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
地
域
の
居
場
所
で
す
。

相
談
は
無
料
で
す

★
印
は
行
政
相
談
を
同
時
開
催

■居宅介護支援センター

■平日８：３０～１７：３０

（土曜・日曜・祝日は除く）

■電話７１-５７３５

●介護相談●心配事・行政相談　■１３：００～１６：００
■堀金支所１月１０日（火） ★２３日（月）

■穂高支所１月１０日（火） ★２４日（火）

■豊科ささえあいセンターにじ

　　　　　１月１１日（水） ★２５日（水）

■三郷支所１月１２日（木） ★２６日（木）

■明科支所１月１３日（金） ★２７日（金）


